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はじめに：この本を手にとってくださった先生方へ

この本は「話したいのになかなか話せない」学習者や、「ちゃんと教えてるのに、教科書
を離れるとどうして日本語で話せないのかしら」と嘆く先生方のお役に立ちたいと思って
作ったものです。

外国語を学ぶことの最大の醍醐味は、新しく習った言葉で自分自身を表現し、それを通
して他者と共感し合うことではないでしょうか。それは、学習のごく初期の段階から学習
者が求めることですし、それなしに学習を継続するのは苦痛でしょう。そのためには、お
そらく学習1時間目から、そこで習った言葉や表現を、学習者が自分自身の中に取り込む
こと、つまり、「日本語を内在化する」ことが必要になります。「いま、ここで」起きている
ことと習った日本語を結びつける、自分自身の本物のエピソードや感情と習った日本語を
結びつける、そして少しずつ日本語で表現する練習をする、そうやって日本語を「自分の
ものにしていく」積み重ねが不可欠です。

この本では、そうした練習が無理なく楽しくできるように18回のレッスンを用意しまし
た。それぞれのレッスンでは、１）既習の学習項目を組み合わせた、そのレベルの学習者
が理解可能な、かつ、感情に働きかけて記憶を活性化させるストーリーを教師が読み聞か
せる、２）学習者はそれを再生することと、読んだり書いたりすることで「話すパターン」
を自分の中に取り込む、３）それを使って学習者自身の生き生きとしたストーリーを話し、
クラスメイトや教師とのQ&Aを通して言葉を使う楽しみを見出す、考えを深める、４）同
時に、既習項目の復習や統合的な運用力を身につけることを意図した活動を展開していま
す。やり慣れない方法なので少し難しく感じられるかもしれませんが、一度お試しくださ
い。学習者はきっと気に入ってくれると思います。

この本は、大学、日本語学校、ボランティア教室等のクラス活動でも、個人学習でも使
えるように工夫しました。また、国外の学習者でなかなか話す力を伸ばすことができない
と感じている方にも使っていただけると思います。話す力を伸ばすための副教材として、
主教材と並行してお使いいただくと効果的です。日本語を学ぶ多くの方が、この本を使っ
て日本語で自分自身を表現する楽しみを見つけてくれたら嬉しく思います。

一つ一つのストーリーや練習は、多くの学生たちとのやりとりを通じて磨かれたもので
す。同僚の先生方からも多くの示唆をいただきました。御礼申し上げます。また、四半世
紀ほど前、江東区中国帰国者日本語学級会で素晴らしい教育をなさっていた北上康子先生
からは教えること/学ぶことの基本を教えていただきました。その精神はこの本に受け継
がれています。遅まきながら御礼を申し上げます。そこに私を送り込んで、日本語教師へ
の扉を開いてくださった早稲田大学の川口義一先生にも改めて感謝申し上げます。最後に
なりましたが、くろしお出版の市川麻里子さんと荻原典子さんには出版に当たってご尽力
いただき、おかげで本書が出版の運びとなりました。深く感謝いたします。

2024年8月　著者代表　杉浦千里
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＊	再生…先生（音声）のストーリーをもう一
度話します。順番や助詞などが少し変わっ
てもかまいませんが、ストーリーの意味
が変わらないように話します。

この本で勉強する方へ

この本は、習った日本語を使って、自分のことや自分の気持ち、意見を話す練習をする本です。
言葉や文法はたくさん知っているけれど、自分の話したいことが話せない、とか、一所懸命に話し
ても相手が理解してくれないと思っている人は、是非、この本で勉強してみてください。

では、どうやったら日本語で上手に話せるのでしょうか。まず、日本語を聞いてわかることが
大切です。それから、自分の知っている日本語を上手に組み合わせて話す練習が必要です。もう
一つ、相手がわかってくれたかどうか確かめること、つまり、良いコミュニケーションをとるこ
とも重要です。この3つを考えながら、話す練習を進めましょう。

練習の仕方は簡単です。まず、先生（音声）のストーリーを聞いてください。聞いてわかったら、
＊再生してみます。再生ができたらストーリーを読んで、自分が話したことと同じかどうか確認し
ます。ディクテーションをしてもう一度確認します。それから、ここで学んだことを使って自分の
ストーリーを話したり、Q&Aをしたりして楽しんで、最後に自分が話したストーリーを書きます。

先生（音声）のストーリーを聞く
➡

再生する
➡

ストーリーを読む
➡

ディクテーションをする
➡

自分のストーリーを話す・Q&Aをする
➡

自分のストーリーを書く

全部で18のレッスンがあります。それが終わる頃には、今よりずっと話せるようになっている
でしょう。

この本は副教材です。主教材と一緒に使うと効果的です。

レ ベ ル

①の人でも、②の人でも使えます。
①日本語入門者：	日本語を勉強し始めた人。簡単な動詞（「行きます」「読みます」など）を習っ

たら使えます。
②日本語初級者：	150時間くらい勉強した人。日本語の文法や言葉はある程度知っているけれ

ど、それを使って上手に話せない人。話す練習とこれまでの総復習として使
えます。

音声はこちらからダウンロード
してください。

音 声
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こ の 本 の 構 成

この本は次のような構成になっています。Ⅰ～Ⅶの順番に行ってください。

Ⅰ ストーリーを聞く前に

Ⅱ ストーリーを聞いて再生しましょう

Ⅲ ストーリーを読みましょう

Ⅳ ストーリーを聞いて書きましょう（ディクテーション）    

Ⅴ 話しましょう

Ⅵ あなたのストーリーを話しましょう。Q&Aもしましょう

Ⅶ あなたが話したストーリーを書きましょう

■ ことば

■ じょうずにコミュニケーション

こ の 本 の 使 い 方

この本はひとりで勉強するときにも使えますし、クラスで先生と一緒に使うこともでき
ます。それぞれの使い方を説明します。

　  ▶ ひ と り で 勉 強 す る 方 へ ◀

Ⅰ ストーリーを聞
き

く前
ま え

に  

設問をよく読み、答えを考えて、日本語で言ってみましょう。それをしながら、「日本語で話
そう、考えよう」という「日本語モード」になってください。ここでわからない言葉があったら辞書
で調べてください。

Ⅱ ストーリーを聞
き

いて再
さ い

生
せ い

しましょう  

音声を聞く前に、イラストとことばを見て、どんなストーリーなのか、想像してください。こ
こでわからない言葉があったら、〔ことば〕で調べてください。

ストーリー①を聞きます。このとき、次のページのスクリプトを見ないでください。どんな内
容なのか、全体の意味に気をつけて聞きます。１回聞いたら止めて、再生（聞いたことをもう一度
話す）してみます。１回目は助詞などの細かいところが再生できなくてもかまいませんが、意味が
違っては困ります。再生が終わったらもう一度ストーリー①を聞いて、意味が合っているか、細
部の違いがないか、確認してください。まだスクリプトは見ないでください。

続けて、ストーリー②を聞いて再生します。ストーリー①と同じようにして、最後のストー
リーまで１つずつ聞いて再生します。

1つのストーリーを3回くらい聞いて再生ができることを目指しましょう。再生するのが難しいと
感じたら、頭の中で、テレビを見るようにストーリーを映像化して「見る」とうまく意味が取れます。
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Ⅲ ストーリーを読
よ

みましょう  

その課のストーリーの再生が全部終わったらここを読んで確認します。１～５課では、まず音
声を聞きながら黙って文字を目で追って、意味を確認してください。全てのストーリーが終わっ
たら音声を止めて、今度はひとりで声に出して何回も読んでください。最後に音声をかけて、同
じ速さで読んでみましょう。

６課以降慣れてきたら、黙って読むだけでもいいです。自分の読みたい読み方をしてください。

Ⅳ ストーリーを聞
き

いて書
か

きましょう  

ディクテーションをします。音声を聞きながら、　　　のことばを書きます。最初はストーリー
の途中で止めながら書いてください。書けるまで何回聞いてもかまいません。６課以降慣れてき
たら、止める回数や聞く回数を徐々に減らしましょう。答えはⅢのスクリプトで確認できます。

Ⅴ 話
は な

しましょう  

ここにある設問を読んで答えを考え、声に出して話してください。ひとりで話すのはちょっと
変な感じがするかもしれませんが、大切な練習です。録音して聞いてみるのもいいでしょう。

Ⅵ あなたのストーリーを話
は な

しましょう。Q&A もしましょう

あなた自身の気持ちや経験を思い出して、声に出して話してみましょう。話す前に少し考えて準
備をしてもいいですが、書かないでください。話したいことや話す順番を頭の中にメモして話して
ください。Ⅱで聞いたストーリーのパターンを思い出して、それを使って話してみましょう。

Ⅶ あなたが話
は な

したストーリーを書
か

きましょう

５分ぐらいで書き終わることを目安にして、Ⅵで話したことをそのまま書いてください。この
とき大切なのは、辞書を使わないで、今、自分が話せる言葉だけで書くことです。新しいことば
や表現を調べて書くと、意味のわからない日本語になってしまうことが多いからです。

次に、書いたもののチェックが必要ですね。ここがひとりで勉強する人の一番の問題ですが、
あなたの周りに日本語がわかる人がいたら、チェックを頼んでみてください。チェックをしても
らうときに、日本語で話すチャンスが作れるかもしれません。周りに全く日本語のわかる人がい
ない場合は、インターネットなどを使って、協力者を探すことも考えてみましょう。

チェックしてもらったら、何度も読んでみましょう。あなたの話したかったことがそこにあります。

こ　と　ば

ストーリーに使われていることばのリストです。まず、これを見ないでストーリーを聞いてく
ださい。わからないことばがあったら、ここを見てください。

   
初級のときは言葉や文法の知識が足りないので、言いたいことが十分に言えません。それを少

しでも補うためのヒントやテクニックを用意しました。よく読んで、どんな風に話せばよいか、
考えてみましょう。Aさん、Bさんの二役の場面を想像して、声を出して練習してみてください。
実際に日本語を使うときを想定して、練習を重ねてください。

じょうずにコミュニケーション！
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　  ▶ ク ラ ス で 勉 強 す る 方 へ ◀

クラスで効果的に話す練習をするためには、先生やクラスメイトと良好な関係を築くことがと
ても大切です。そのためには、みんなの名前を覚えたり、挨拶をしたり、相手をよく見て、ちょっ
と微笑むことなどを心がけてください。

Ⅰ ストーリーを聞
き

く前
ま え

に  

先生やペアの人とQ&Aをしながら、日本語を話す準備をします。「さあ、日本語を話そう」と
意識して、「日本語モード」になってください。

Ⅱ ストーリーを聞
き

いて再
さ い

生
せ い

しましょう  

先生がストーリー①を話しますから、どんな話なのか、意味を考えながらよく聞いてください。
このとき、次のページのスクリプトは見ないでください。ストーリーが終わったら、みんなの前
で再生します。できればひとりで再生してください。難しいときは、ペアで交互に再生してから、
みんなの前で再生してみましょう。それでも難しいときは、あと１～２回、ストーリーを聞いて
ください。

ストーリー①の再生が終わったらストーリー②を聞きます。同じように再生して、最後のス
トーリーまで続けます。

ストーリー①を聞く ➡ みんなの前で再生する ➡ ストーリー②へ

	 ➡	 扌

（難しいときは）ペアで再生してみる

一つ一つの言葉を覚えようとして聞くと、聞き取るのも再生するのも難しくなります。そん
なときは、「意味」に集中して聞くようにしてみましょう。テレビを見るように、頭の中でストー
リーを映像化して「見る」とうまく意味が取れます。Ⅱのイラストやことばもヒントになるので
使ってください。また、他の人の再生を注意深く聞いて、自分の聞き取ったことと比べながら聞
くのも効果的です。

Ⅲ ストーリーを読
よ

みましょう  

その課のストーリーの再生が全部終わったらここを読んで確認しましょう。まず、先生が全て
のストーリーを読みますから、黙って聞き、自分が再生したストーリーと意味が同じかどうか確
かめます。それから、先生と一緒に声を出して読みましょう。

６課以降、もう先生と一緒に声を出して読まなくても大丈夫だと感じたら、ひとりで黙って読
んで、ストーリーの意味を確認してください。
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Ⅳ ストーリーを聞
き

いて書
か

きましょう  

もう一度先生が話すストーリーを聞きながら、　　　の言葉を書きます。書く練習にもなりま
すし、ストーリーをもう一度確認することもできます。授業中に時間がないときは、うちで音声
を聞きながら書いてみましょう。

Ⅴ 話
は な

しましょう  

ここまでストーリーを聞いたり読んだり書いたりして、準備は整いました。今度はあなた自
身の経験や気持ちを思い出して、ペアの人や先生と話しましょう。このとき、Ⅱで聞いたストー
リーのパターンも思い出して使ってみてください。

Ⅵ あなたのストーリーを話
は な

しましょう。Q&A もしましょう

Ⅴで話した「あなたのストーリー」をみんなの前で話してみましょう。ちょっと勇気がいります
が、一度やってみると好きになると思います。話すときは、聞いている人がわかるかどうか気に
しながら話してください。そのためには聞いている人を見ながら話すことが大切です。

聞いている人は、どんなストーリーなのか、意味を考えながら聞いてください。わからないこ
とばがあったら「わからない」とジェスチャーで示してください。ストーリーが終わったらQ&A
をするので、質問を考えながら聞いてください。Q&Aをするのは難しいですが、とてもいい練
習になります。質問するのも勇気がいりますが、きっと好きになると思います。

ここでは「自分のストーリーを聞き手にわかってもらう」「たくさん質問をもらって、それに答
える」ことが目標です。「じょうずにコミュニケーション」にはそのためのヒントがたくさんありま
すから、色々な場面で使ってみてください。

Ⅶ あなたが話
は な

したストーリーを書
か

きましょう

Ⅵであなたが話したことを、辞書を使わないでそのまま書いて、その後、先生にチェックしても
らいます。それを何度も読んでみましょう。あなたの話したかったことがそこにあります。

こ　と　ば

ストーリーに使われていることばのリストです。まず、これを見ないでストーリーを聞いてく
ださい。わからないことばがあったら、ここを見てください。

   
初級のときは言葉や文法の知識が足りないので、言いたいことが十分に言えません。それを少

しでも補うためのヒントやテクニックをたくさん用意しました。その課だけでなく、いろいろな
場面でどんどん使って、良いコミュニケーションをしてください。

じょうずにコミュニケーション！
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この本の使い方　—先生方へ

　この本の特長　

この本は初級学習者の話す力を伸ばすことを主目的としていますが、各課に聞く、読む、書
く練習があり、四技能を統合的に伸ばすこともできます。主教材と併用すると効果的です。各
課の学習項目の確認は、巻末の「学習項目対応表」（p.139）をご参照ください。

　学習者のレベル　

基本的な動詞（行く、食べる、する等）を学習したレベルの初級学習者から使用できます。もう
少し学習が進んだ初級中盤レベルで、既習の学習項目を統合的に活性化させるのにも非常に効果
的です。

　全体の構成　

18課構成です。1課からゆるやかな難易度順に並んでいますが、学習者のレベルに合わせて課
を選ぶことができます。巻末に「学習項目対応表」、別冊に「スクリプト（英・中・韓訳付き）」があ
ります。

◉各課の構成と留意点 ............................................................................................................................

次の7つのステップと〔ことば〕〔じょうずにコミュニケーション〕で構成されています。

Ⅰ ストーリーを聞く前に　　　

Ⅱ ストーリーを聞いて再生しましょう

Ⅲ ストーリーを読みましょう

Ⅳ ストーリーを聞いて書きましょう（ディクテーション）    

Ⅴ 話しましょう

Ⅵ あなたのストーリーを話しましょう。Q&Aもしましょう　

Ⅶ あなたが話したストーリーを書きましょう

■ ことば

■ じょうずにコミュニケーション（1､ 2､ 3､ 4､ 6､ 9課）

Ⅰ ストーリーを聞く前に　　　

これから聞くストーリーに関連した活動をすることで、ストーリーの内容を予測させます。ま
た、日本語を聞いたり話したりする「構え」を学習者に準備させます。

５課以降にある「意味を“guess”してください」では、教師が短文を読み聞かせたり、学習者に
黙読させたりして、新出語の意味を考えさせます。そのあと、全体で意味の確認をしてください。

音声はこちらから
ダウンロードして
ください。

音 声
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Ⅱ ストーリーを聞いて再生しましょう

まず、その課のストーリーの数を確かめ、次に、ストーリー①のイラストとことばの意味を確
認します。イラストについて話すことでストーリーの予測をするのもいい方法です。

ここまで準備が整ったら、教師がまずストーリー①を読み聞かせます。始まりと終わりに何か
合図（筆者は指をパチンと鳴らします）があるとわかりやすいようです。このとき、学習者には、
意味に気をつけて聞くように伝えます。一文一文を記憶することが重要なのではなく、全体の意
味の把握が重要だということを明確に意識させます。「テレビを見るように、頭の中でストーリー
を映像化して見るとうまく意味が取れますよ」と説明するとわかりやすいようです。

読み聞かせる速度は学習者の様子を見ながら調整してください。このとき、学習者はスクリプ
トを見ません。

ストーリー①の読み聞かせが終わったら、学習者に皆の前で再生させます。ここで言う再生と
は、教師が読み聞かせたストーリーを学習者がもう一度話してみるという活動のことです。

１回聞いただけでどのくらい聞き取れて再生できるか、挑戦させますが、このとき、「わから
ないことは飛ばしてもいいから、やってみよう」という態度で学習者を勇気づけてください。

すぐに皆の前で再生するのが難しい、または気後れするような場合は、まずペアになって交替
で再生をしてみてから、皆の前でひとりで再生させてもいいでしょう。

ストーリー①を聞く ➡ みんなの前で再生する ➡ ストーリー②へ

	 ➡	 扌

（難しいときは）ペアで再生してみる

再生する準備が整うのには個人差がありますから、それを尊重してください。2、3課あたりま
で、しばらくは他の人の再生を聞くだけという学習者がいてもかまいません。無理強いは禁物で
す。が、同時に、上手に後押しすることも大切です。学習者の様子をよく見て丁寧に対応してく
ださい。

1回聞いてすぐの再生のあと、必要ならもう1、2回ストーリーを聞かせて、文の構成や順序、
助詞を意識した再生を求めます。このとき、注意深い学生なら、そして、学習者間の良好な関係
ができていれば、他の人の再生をよく聞き、相互に訂正しあう姿が見られるでしょう。こうした
活動に慣れていない学習者には「他の人の再生をよく聞いて、自分の聞いたものと同じかどうか、
確かめて」と伝えます。ただし、ここでも最も重要なのはストーリーの意味です。語順や助詞に注
意をさせすぎて、ストーリーの暗記を奨励することのないようにしてください。

このようにして、2 ～ 3回の読み聞かせで、元のストーリーとほぼ同じものが再生できたら、
ストーリー②を同じ手順で行い、最後のストーリーまで続けます。

この「ストーリーの再生」を学習者は案外気にいってくれます。それは、今までばらばらに勉強
したものが統合される、忘れていたことばや表現を思い出す、一定量の意味のある日本語を保持
して話せるといった満足感を学習者が得られるからでしょう。でも、ストーリーの再生にあまり
時間を取られすぎないようご注意ください。
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Ⅲ ストーリーを読みましょう

全てのストーリーの再生が終わったらこのページを見るように指示します。学習者はここで初
めてスクリプトを目にします。前半では、まず、教師がその課の全てのストーリーを読みます。
学習者は黙って、文字を目で追いながら意味の確認をします。次に教師と一緒に音読します。6課
あたりから、学習者が音読の必要性を感じないようになったら、教師による読み聞かせと意味の
確認だけでもかまいません。学習者の成長に合わせて読み方の指示を適宜変えてください。どん
な風に読みたいか、学習者に意見を聞いてみるのもいい方法です。

Ⅳ ストーリーを聞いて書きましょう（ディクテーション）    

教師がストーリーを読み、学習者はディクテーションをします。速度や読み聞かせる回数は学習
者に合わせてください。授業時間に余裕がない場合は、自宅作業（宿題）にすることをお薦めします。

Ⅴ 話しましょう

ここからがこの教材の主たる活動です。十分に時間が取れるよう、時間配分にご注意ください。
学習者はペアで設問に答えながら、自分自身のストーリーを準備します。このとき、Ⅱで聞い

たストーリーのパターンを思い出して、それを使って話をすると、わかりやすく話せることを学
習者に伝えます。後半の課になるとパターンに頼らずに自分のストーリーを話せるようになりま
す。このように、交替で自分のストーリーを話し、Q&Aをしながらストーリーを作り上げます。

こうした学習形態に慣れていない学習者には、繰り返し、他の人の話をよく聞くこと、それを
聞きながら質問も考えることを伝えます。また、学習者自身の経験や感情と結びつかない一般的
なことや、ありきたりなストーリーで済まそうとする学習者には、自分自身のことを思い出して
話すように働きかけてください。おもしろいことを話さないとQ&Aができない、Q&Aができな
いと話す練習がつまらないと伝えるといいでしょう。

Ⅵ あなたのストーリーを話しましょう。Q&Aもしましょう　

Ⅴで話した「あなたのストーリー」をみんなの前で話させます。ストーリーの再生と同様、大勢
の前で話す準備が整うのには個人差があるので決して無理強いはせずに、しかし、上手に背中を
押してください。

話し手には「聞き手に理解してもらえること」を、聞き手には「質問を考えながら聞くこと」を伝
えてから、何人かの学習者が自分自身のストーリーを話します。そのあとで、Q&Aをして、お
互いに楽しみます。

ここで最も大切なのは「相互に理解可能なコミュニケーションを図ること」です。聞き手への配
慮に欠けた一方的な話し方や、わからないまま聞き続けるような態度が見られたら、その都度、
活動を止めて、より良い方法を提示します。

これらの留意点については「じょうずにコミュニケーション」を参考にしてください。

Ⅶ あなたが話したストーリーを書きましょう

Ⅵで話したストーリーを書かせます。このとき、話したことをそのまま書くように指導します。
辞書を使って新語を加えたり、再度話を膨らませようと無理をすると、せっかくの「聞き手に理解
してもらえるストーリー」が壊れてしまいます。上手に話す、つまり、上手に他者とコミュニケー
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ションをするためには、辞書に頼って無理やり訳語を当てはめたり、漢字を書き連ねて意志を伝
えようとする手段はいったん脇におき、この活動で行っているように、学習者の「手持ちの日本
語」を使って表現する方法が有効だということを伝えてください。

各自のストーリーは、皆の前で話し、Q&Aをすることで整理されているので、書くのにそう
長い時間は必要ありません。５分程度でしょうか。できるだけ、自宅作業（宿題）にせずに、その
場で書かせてください。教師は添削をし（話す段階で整理されていれば添削は少量のはず）、返却
します。その際、学生に何回も読むように伝えます。

■ ことば

各課のストーリーのことばを、名詞、動詞、形容詞、副詞類、接続詞の順に提示しました。授
業の前に教師はここを見て、学習者にとっての未習語がどれか、チェックしておきます。授業で
は、学習者にここを見せずにストーリーを聞かせます。多少わからないことばがあっても、全体
の意味を推測して聞くように促します。

■ じょうずにコミュニケーション

初級段階の日本語の知識不足からくる不都合を少しでも軽減して、良いコミュニケーションを
とるためのテクニックを、〔じょうずにコミュニケーション〕として随所に盛り込みました。本教
材の活動の最中にこれらを使える場面が多々あると思いますので、提示された課で練習するだけ
でなく、コミュニケーション上の問題が起きた時にはその都度これらのテクニックを使うよう指
導してください。

また、本教材以外の時間でも、日々、学習者同士や教師との間で何かを言いたくなる場面、例
えば、知らない言葉を聞きたいとか、聞き取れなかったからもう一度言ってほしいといったよう
な場面が必ず生じます。こんな時こそチャンスです。〔じょうずにコミュニケーション〕のテク
ニックを使って話してみるよう、学習者を勇気づけてください。

◉その他の留意点 ....................................................................................................................................

・	各課のストーリーは、初級学習者が理解可能な語彙と表現で作られているため、日本語とし
てやや不自然なところもありますが、そのデメリットよりも、自分の知っている限られた言
葉でもこれだけのことが言えると学習者に意識転換してもらうメリットを重視しています。

・	この教材では学習者の経験や感情に結びつくトピックを多く取り上げているので、緩やかに
自己開示が進み、教師と学習者、学習者同士の良好な関係が作りやすくなります。ただし、
トピックによっては話しにくい場合があるかもしれないので、話したいことを話す自由と同
様に、話したくないことは話さない自由も尊重したいものです。

・	この教材では予習は不要、むしろ、禁止です。スクリプトも何も見ずに聞いて、どのくらい
聞き取れるか、再生できるかを楽しむように指導してください。代わりに復習は大歓迎です。
音声を聞く、声を出して読む、添削された自分の作文を何度も読むことを奨励してください。

◉時間配分のヒント ................................................................................................................................

クラス授業の場合、１つの課を90分で行うことを想定しています。人数等の条件によって時
間配分は異なりますが、概ね次のような配分がいいようです。時間が足りない場合、Ⅳの書きま
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しょう（ディクテーション）は宿題にします。Ⅴ，Ⅵの話す活動に十分時間が取れるように時間配
分してください。

Ⅰ
聞く前に

Ⅱ
再生しましょう

Ⅲ
読みましょう

Ⅳ
書きましょう
（ディクテー
ション）

Ⅴ
話しましょう

Ⅵ
あなたの
ストーリー
Q＆A

Ⅶ
書きましょう

5分 25分 10分 10分 15分 20分 5分

クラスでの理想的な学習者数は10人程度ですが、2 ～ 3人でも、逆に30人以上の多人数でも可
能です。少なければひとりひとりに時間を割くことができます。多い場合はひとりずつ全員に再
生や話をさせることは無理ですが、ペアワークを多用しながら話す練習をさせることができます。

■ 資　料　初回の授業　配布資料例

一番最初の授業で学習者に渡して、授業の進め方と評価を説明します。評価の点数配分は一例
なので、それぞれの現場に合わせてください。

わたしのにほんご　—はなすれんしゅう—　

１．	時
じ
間
かん
　：　毎

まい
週
しゅう
水
すい
ようび　　　13:00 ～ 14:30

２．	先
せん
生
せい
　：　○○先生　　

３．	目
もく
的
てき
（Goal / 目的 / 목적）

	 日
に
本
ほん
語
ご
をたくさん聞

き
きます。たくさん話

はな
します。Ｑ＆Ａをします。

４．	勉
べん
強
きょう
のし方

かた
　（How to study / 学习方法 / 공부법）

	 ①みなさんの頭
あたま
の中
なか
のテレビ（TV in your head / 在脑海中过电影 / 머릿속의 TV）をスイッチオンします。

	 ②先生がストーリー（story / 小故事 / 이야기）を話
はな
します。

	 ③よく聞
き
きます。頭

あたま
の中

なか
のテレビを見

み
ます。

	 ④テレビをリプレイします。もういちど、ストーリーを話
はな
します。

	 The most important thing is MEANING.　For example, / 最重要的是意思。例如 / 
	 가장 중요한 것은 의미입니다. 예를 들면,

	 図
と
書
しょ
館
かん
で新

しん
聞
ぶん
を読

よ
みます	→	図

と
書
しょ
館
かん
へ行

い
きます。新

しん
聞
ぶん
を読

よ
みます。   OKです。

　　　　　　　　　　　	 →	図書館へ行きます。本
ほん
を読みます。　　OKじゃありません。

	 ⑤ストーリーを読
よ
みます。

	 ⑥ディクテーションをします。

	 ⑦「私
わたし
のストーリー」を話

はな
します。Ｑ＆Ａをします。

	 ⑧「私のストーリー」を書
か
きます。

５．	評
ひょう
価
か
　（Evaluation Criteria / 评分 / 평가）

	 ストーリーの再
さい
生
せい
（Story Retelling / 复述小故事 / 이야기 재생）　　　５点

てん

	 「私
わたし
のストーリー」（“My Own” Story Telling / 我的小故事 / 나의 이야기）　　　５点

	 Ｑ＆Ａ（Q & A / 问答练习 / 묻고 답하기）　　　　　　５点　　　　

	 書
か
く（Story Writing / 写 / 쓰기）　　　　　　　　　５点

（例）
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Ⅰ ストーリーを聞
き

く前
まえ

に  Before listening to the stories / 听小故事前 / 이야기를 듣기 전에

L E S S O N

1

みんなの前
まえ
で再

さい
生
せい
してみましょう①のイラストとことばを見

み
てから、ストーリー

を聞
き
きましょう

へ
2Look at the words/phrases with 

the illustrations of ① and then 
listen to the story. / 先看一下
①中的插图和词汇，之后再听
小故事。 / ①의 일러스트와 단어
를 보면서 이야기를 들어봅시다．

ペアで再
さい
生
せい
しましょう

Try to retell the 
story to your 
partner. / 试 着
两 个 人 一 起 复
述小故事。 /
옆 사람과 재생
해봅시다．

Now let’s retell 
the story to your 
class. / 试着在
同学面前进行
复述。 / 다른 사
람들 앞에서 재
생해 봅시다．

Ⅱ ストーリーを聞
き

いて再
さい

生
せい

しましょう Listen and then retell the stories you have just heard /
听完小故事后进行复述 / 이야기를 듣고 재생해 봅시다 02~07

31

きのう、ドーナツショップへい
行

きました

	 せ
先 生

んせいと／ペアで、Q&Aをしましょう。　きのう、　　　　　　ましたか。
れ
例

い　Q.きのう、ドーナツをた
食

べましたか。 A.はい、た
食

べました／いいえ、た
食

べませんでした。

	 ストーリーは6つです。次
つぎ
のページは見

み
ないでください。

32

ドーナツショップ　たくさん

4

か
会 社

いしゃ　は
働

たらきます

5

おさ
酒

け　の
飲

みます

1

が
学 校

っこう　べ
勉

んき
強

ょうします　うち

6

I went to a doughnut shop yesterday / 昨天，我去了甜甜圈店。 / 어제 도너츠 가게에 갔습니다

There are six stories. Please do not look at the next page yet. / 小故事由 6 个部分组成。 请先不要看下一页。 / 
이야기는 여섯 개 입니다．다음 페이지는 보지 마세요 .

Let’s ask questions / 请提问 / 질문을 해봅시다 じょうずにコミュニケーション！1　質
しつもん

問しましょう

ドーナツをた
食
べましたか。

Qドーナツってな
何
んですか。

Aドーナツはえ
英
いご
語
で doughnutです。

Rそうですか。わかりました。

“ってなんですか” is a very useful expression. Let’s ask questions using it. 

“ってなんですか”是非常有用的表现形式。请试着使用该形式进
行提问。

“ってなんですか”는 아주 편리한 말입니다．이것을 사용해서 
질문해 봅시다．

Please don’t forget to respond with“そうですか。わかりました”
after the answer to your question is given.

对方回答完自己的提问后，请不要忘了说句“そうですか。わかり
ました。”
질문과 대답 후에는 “そうですか。わかりました。”를 잊지 마십시오.

Good

Communication!

▶せんせいと／ペアで、Q&Aをしましょう。
　Response もしましょう。
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Ⅲ Read the stories / 读小故事 / 이야기를 읽어봅시다ストーリーを読
よ

みましょう 02~07

32

	 声
こえ
を出

だ
して読

よ
みましょう。先

せん
生
せい
／音

おん
声
せい
といっしょに読

よ
みましょう。

わ
私

たしはきのう、が
学 校

っこうへい
行

きました。たくさんべ
勉

んき
強

ょうしました。

そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、ドーナツショップへい
行

きました。ドーナツをたくさん

た
食

べました。そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、が
学 校

っこうへい
行

きました。たくさんべ
勉

んき
強

ょうしました。

それから、ドーナツショップへい
行

きました。たくさんドーナツをた
食

べました。

そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、か
会

いし
社

ゃへい
行

きました。たくさんは
働

たらきました。

そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、い
居

ざ
酒

かや
屋

へい
行

きました。たくさんおさ
酒

けをの
飲

みました。

そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、か
会

いし
社

ゃへい
行

きました。たくさんは
働

たらきました。

それから、い
居

ざ
酒

かや
屋

へい
行

きました。たくさんおさ
酒

けをの
飲

みました。

そして、うちへか
帰

えりました。

1

2

3

4

5

6

Read the stories aloud. Read along with your teacher or with the audio. / 请出声朗读。跟着老师或音频一起朗读。 / 
소리 내어 읽어봅시다 . 선생님 또는 음성과 함께 읽어봅시다 .
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Ⅳ Listen and complete the stories / 听小故事后完成以下句子 / 
이야기를 듣고 써 봅시다ストーリーを聞

き
いて書

か
きましょう 02~07

51  きのう、ドーナツショップへい
行

きました

33

わ
私

たしはきのう、が
学 校

っこうへ　　　　　　。たくさんべ
勉

んき
強

ょう　　　　　　。

そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、ドーナツショップへい
行

きました。ドーナツをたくさん

　　　　　　　　。そして、うちへ　　　　　　　　　。

わ
私

たしはきのう、　　　　　　　へい
行

きました。たくさんべ
勉

んき
強

ょうしました。

それから、　　　　　　　　　　へい
行

きました。たくさんドーナツをた
食

べました。

そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしは　　　　、か
会

いし
社

ゃへい
行

きました。たくさん　　　　　　　　　　　　。

　　　　　、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、い
居

ざ
酒

かや
屋

へい
行

きました。　　　　　　おさ
酒

けをの
飲

みました。

そして、うちへか
帰

えりました。

わ
私

たしはきのう、か
会

いし
社

ゃへい
行

きました。たくさんは
働

たらきました。

　　　　　　、い
居

ざ
酒

かや
屋

へい
行

きました。たくさんおさ
酒

けをの
飲

みました。

　　　　　　、うちへか
帰

えりました。

1

2

3

4

5

6
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Ⅴ Discuss and share what you think / 进行会话练习 / 말해 봅시다話
はな

しましょう

Ⅵ あなたのストーリーを話
はな

しましょう
Q&A もしましょう

Share your own story in class and exchange Q&A with your 
classmates / 向大家讲述自己的小故事、并与同学进行问答练
习 / 여러분의 이야기를 말해 보고 옆 사람과 묻고 답해 봅시다

34

	 ペアでは
話

なしましょう。

 ① きのう、が
学 校

っこうへい
行

きましたか。

 ② きのう、か
会 社

いしゃへい
行

きましたか。

 ③ きのう、どこへい
行

きましたか。

 ④ きのう、ドーナツをた
食

べましたか。

 ⑤ きのう、おさ
酒

けをの
飲

みましたか。

 ⑥ きのう、な
何

にをしましたか。

	 きのう、な
何

にをしましたか。

わ
私

たしはきのう、 　　　　へい
行

きました。　　　ました。

それから、 　　　　へい
行

きました。　　　ました。

そして、うちへか
帰

えりました。

＊ほんや　bookstore / 书店 / 서점
＊ほん　book / 书 / 책
＊みます　to look, to see / 看 / 봅니다
＊かいます　to buy / 买 / 삽니다

オトクヤは100え
円

ん
ショップです。

A1 はい、い
行

きます。
but、か

買

いません。

A2

わ
私

たしはきのう、＊ほ
本

んや
屋

へい
行

きました。たくさん＊ほ
本

んを＊み
見

ました。
but、＊か

買

いませんでした。それから、オトクヤへい
行

きました。たくさん
み
見

ました。but、＊か
買

いませんでした。そして、うちへか
帰

えりました。

オトクヤって
な
何

んですか。
Q1 ま

毎 日

いにちオトクヤ
へい

行

きますか。
Q2
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Ⅶ あなたが話
はな

したストーリーを書
か

きましょう
Write down your story which you just told / 
把自己讲过的小故事写下来 /
여러분이 말한 이야기를 써 봅시다

51  きのう、ドーナツショップへい
行

きました

35

	 きのう、な
何

にをしましたか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　

せ
先 生

んせいに／に
日 本 語

ほんごがわかるひ
人

とにチェックしてもらいましょう。

Good

Communication!

Let’s ask your teacher / 
请向老师提问 / 
선생님에게 질문해 봅시다 

じょうずにコミュニケーション！2 
先
せんせい

生に質
しつもん

問しましょう

butはに
日

ほ
本

んご
語

で「でも」です。

そうですか。

わかりました。どうも。

but、but…？？

butはに
日

ほ
本

んご
語

でな
何

んですか。
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□ 私（わたし） I, me 我 저，나

□ 学校（がっこう） school 学校 학교

□ うち home 家 집

□ ドーナツショップ doughnut shop 甜甜圈店 도너츠 가게

□ 会社（かいしゃ） company 公司 회사

□ 居酒屋（いざかや） bar 小酒馆 술집

□  ドーナツ doughnut 甜甜圈 도너츠

□ お酒（おさけ） alcoholic beverage 酒 술

□  行きます（いきます） to go 去 갑니다

□ 勉強します
 （べんきょうします） to study, to learn 学习 공부합니다

□ 帰ります（かえります） to go home 回家 돌아갑니다

□ 食べます（たべます） to eat 吃 먹습니다

□ 働きます（はたらきます） to work 工作 일합니다

□ 飲みます（のみます） to drink 喝 마십니다

□ きのう yesterday 昨天 어제

□ たくさん a lot 很多 많이

□ そして and (then) 然后 그리고

□ それから and (then), after that 然后、之后 그리고， 그리고 나서

□ ～って何ですか。
 （～ってなんですか） What is ~? ～是什么？ （은） 는 무엇입니까 ?

□ ～は、英語で何ですか。
 （～は、えいごでなんですか）

What do you say ~ in
 English? ～用英语怎么说？ （은） 는 영어로 무엇입니까 ?

□ そうですか。わかりました。 I see. I understand. 是吗。我知道了。 네， 알겠습니다 .

こ　と　ば  Vocabulary / 单词表 / 단어

表
ひょう

　現
げん

  Expressions / 表达方式 / 표현




